
基本目標４　 環境保全をともに学び、協働するまちをつくる　　　　　
　
　本市には、美しく豊かな自然と、先人によって培われてきた歴史・伝統・文化とそれらが調和し
た景観など、誇るべき資源が数多くあります。
　わたしたちは、これらを後世に伝え、望ましい環境像を実現していくために、市民・事業者・行
政等の多様な主体が手を携えながら、環境に配慮した生活や事業活動などに主体的・積極的に取り
組むことが必要です。
　そのため、それぞれの主体が環境保全活動に対する意識を高め、行動できるよう、環境教育・学
習を推進するとともに、情報提供や活動支援を行うなど、主体間の連携を図り、協働して環境の保
全及び創造に取り組むまちをつくります。

個別
目標 環境目標

目標値と実績値 R４実績値の
評価・分析

現状値 実績値 目標値 前年度
との比較

目標値
達成
状況H24 R３ R４ R５

４－１

環境教室（子ども向け・市民
向け）参加者数 117名 69名 64名 450名 ⤵

環境関連の出前講座の実施回
数 37回 23回 23回 50回 →

４－２

環境関連イベントの参加者数 5,191名 98名 338名 7,000名 ⤴

公園等緑化愛護会数 84団体 72団体 72団体 83団体 →

　環境教室などの環境教育や、市民や事業者の皆様との協働活動については、新型コロナウイル
ス感染症対策のため中止・縮小した活動があり、環境目標はいずれも目標達成に至っていません。

　　　先人が残してくれた豊かな自然を守り、次の世代に引き継いでいくためには、市民の皆様の
　　環境保全意識の醸成と、行政と市民・事業者の皆様との連携・協働は必要不可欠であり、今後
　　は、環境教室やイベント等への参加者数の増を図るため、より効果的な実施手法や広報方法な
　　どを検討する必要があります。
　　　

（基本目標４　環境保全をともに学び、協働するまちをつくる）

　　個別目標４－１　みんなで考え、みんなで学ぶまち
　　個別目標４－２　協働の輪を広げ、環境にやさしいまち

環境目標　令和４年度実績環境目標　令和４年度実績

評　　価評　　価

みんなで環境を
良くしよう！



◇市民、事業者、市民団体等と連携し、環境学習を推進します

実施事項〔担当所属〕 事業概要 Ｒ４年度事業実績

森林環境整備（交付金）事
業
〔農林課〕

・森林を全ての県民（市民）で守り
育てる意識の醸成と森林環境の保全
を行うための事業を実施する。

・市立小中学校29校による森
林環境学習を実施
・県産材の利活用（都市公園１
箇所、認定こども園４箇所）
・ペレットストーブの導入（市
立中１校、６台）

「市民と共生の森の会」支
援事業
〔農林課〕

・市民ボランティア団体「市民と共
生の森の会」による「森林エコ・カ
ル子どもクラブ」への指導を行う。

・森林エコ・カルこどもクラブ
全4回開催、のべ47名参加

森林環境学習事業
〔学校教育課〕

・市立学校の児童生徒を対象に、災
害防止や地球温暖化防止など森林の
もつ様々な役割と林業について学習
する機会を提供し、これらに対する
理解を深める。

・市立学校全29校において、
年度当初の計画に基づき、無事
に事業を完了できた。各学校
様々な時間・場所・手法を用い
て森林環境について理解を深め
ることができた。
・また、県に対し、市立幼稚
園・小中学校教育研究会より29
校分の実施報告書を提出した。

各種環境教室や環境講座の
実施
〔環境生活課〕

・地球環境を守り、豊かな自然等を
次世代に残していくため、子どもた
ちを含めた市民の方々を対象に、各
種環境教室を開催し、市全体の環境
を守る意識を啓発する。

・こども環境教室 　
　新型コロナウイルス感染症の
影響により中止

こどもエコクラブ
〔環境生活課〕

・こどもたちのエコ活動や環境学習
を支援することで、身近な自然を大
切に思う心と問題解決のために自ら
考えて行動する力を育み、地域単位
で環境保全の幅を広げる。

・地方事務局として、加入案内
等の広報を行った。

こどもエコクラブ
〔こども保育課〕

・児童館において、ゴミの分別実
習、隣接児童公園での自然観察や清
掃等を通じて身近な自然環境の大切
さ等の意識啓発を行う。

・児童館において、ゴミの分別
や持ち帰りを実践した。また、
隣接児童公園での自然観察や清
掃等を行った。

ホタル祭り
〔北会津支所まちづくり推
進課〕

・ホタル観賞会をはじめ、農産物等
の直売「ホタル市」、住民手づくり
によるステージイベントや来場者参
加型のイベント等の様々な催しによ
り、交流人口の増加につなげ、地域
の賑わいの創出を図る。

・ウィズコロナの中、各入場口
にて、手指消毒や検温・マスク
着用の徹底を講じ、イベント内
容や広報範囲を現地するなど、
感染対策を十分に講じなが
ら、1日間の開催で実施した。
・また、JAと協力し、農産品・
加工品の販売の強化を行った。

環境施策　令和４年度取組実績環境施策　令和４年度取組実績

　個別目標４－１　みんなで考え、みんなで学ぶまち

（基本目標４　環境保全をともに学び、協働するまちをつくる）



実施事項〔担当所属〕 事業概要 Ｒ４年度事業実績

げんき塾
〔一箕公民館〕

・自然や文化に触れ、親しみながら
体験する学習活動をとおして、地域
の将来を担う子どもたちの養成と、
集団活動の中で支えあい協力しあえ
る子どもの成長に寄与することを目
指し、子どもたちの校外活動の一翼
を担う機会とする。

・全部で 5回の講座を実施した
が、内容の精査の中で、「環境
保全」に関わる講座は割愛し
た。

ふれあいウォーキング
〔河東公民館〕

・ウォーキングを通して自然に親し
む心を養うとともに、健康の保持・
増進を図る。

令和元年度をもって終了とした
ため実施なし。

週末親子チャレンジ
〔北公民館〕

・自然体験や創作活動など多彩な活
動を通じて、親子のコミュニケー
ションを図る。

・令和４年７月に阿賀川流域で
の自然体験講座（川遊び）を予
定していたが、天候不良で安全
確保が困難と判断し、開催を中
止した。

環境フェスタの開催
〔環境生活課〕

・市民が豊かな自然にふれあい、学
べる機会を創出するとともに、環境
保全活動を実践する団体等のネット
ワークを形成する。

・環境フェスタ特別企画「会津
の未来に向かってできること」
を開催し、市民の環境保全への
意識の高揚を図った。
　開催日　令和５年２月12日
　参加者数　102名

施設情報の提供
〔まちづくり整備課〕

・継続して施設やイベント紹介の実
施を指導していく。

・指定管理者独自のホームペー
ジ等で、施設やイベント紹介な
ど、年間を通して実施した。

観光施設の情報の提供
〔観光課〕

・各種パンフレットやホームペー
ジ、ＳＮＳ等の各媒体を用い、魅力
ある観光情報を発信していく。

・極上の会津やあいばせのパン
フレット、若松っつんのＳＮＳ
で会津の魅力を発信した。SNS
を有効に活用することで、イベ
ントの告知だけでなく、「今」
の情報を発信することができ
た。

環境関連図書などの資料整
備事業
〔生涯学習総合センター〕

・環境関連図書の購入に努めるとと
もに、継続して、小学校に対し学校
支援図書セットの広報に取り組む。
・また、環境生活課と連携し、環境
月間に合わせて、図書館内一般図書
展示コーナーにおいて環境関連図書
やポスター等を展示し、市民への啓
発を実施する。

・児童書から一般書まで環境関
連図書の購入に努め、市民の利
用に供した。また、小学校を対
象とした調べる学習用の学校支
援図書セットの中で、環境問題
をテーマとしたセットの貸出を
行った。
・環境生活課と連携し、環境月
間に合わせて６～７月に図書館
内一般図書展示コーナーにおい
て、環境関連図書（112冊）や
パンフレット等を展示し、市民
への啓発を実施した。

（基本目標４　環境保全をともに学び、協働するまちをつくる）



◇環境に関する情報を提供します

実施事項〔担当所属〕 事業概要 Ｒ４年度事業実績

「会津若松市の環境」の発
行等による情報提供
〔環境生活課〕

・毎年度、環境基本計画に基づく主
な施策の実績報告等を掲載した「会
津若松市の環境」を発行し、本市の
環境の現状や取組内容について周知
する。

・令和５年３月に、令和４年度
版（令和３年度実績報告）を発
行した。庁内をはじめ、各区
長、環境美化推進協議会等へ配
付し、支所や公民館に設置を依
頼した。また、市のホームペー
ジにも掲載し、希望者に対して
は冊子を配布した。

ホームページの掲載等、広
報活動の推進
〔環境生活課〕

・市民や事業所に必要とされる環境
に関する情報を市のホームページや
市政だよりに掲載する。

・市ウェブサイト、市政だよ
り、出前講座、イベント（環境
フェスタ特別企画）での広報活
動を行った。

ごみの正しい分別の仕方等
の情報提供
〔廃棄物対策課〕

・「家庭ごみの正しい分け方・出し
方（カレンダーに付属）」の全戸配
付、市ホームページへ掲載する。

・「家庭ごみの分け方・出し方
（ごみ・資源物排出カレンダー
に付属）」を全戸配付し、市
ホームページへ掲載した。
・あわせて、「家庭ごみ分別辞
典」「LINE de ちゃチャットお
問合せサービス」「福島県環境
アプリ」を市ホームページ等で
紹介。
・「全市一斉ごみ減量運動」と
して、清掃指導員がごみステー
ションに立会い、家庭ごみの分
別排出の徹底と意識啓発を６
月、９月に実施。（159町内
会、1,099名の住民へ周知）
・町内会・市民向け「ごみ分
別、減量説明会」を実施。（11
地区、267名参加）

（基本目標４　環境保全をともに学び、協働するまちをつくる）



◇市民協働を推進します

実施事項〔担当所属〕 事業概要 Ｒ４年度事業実績

歴史的景観指定建造物の指
定
〔都市計画課〕

・本市の歴史や文化等に根差した重
要な歴史的建造物等を歴史的景観指
定建造物に指定、支援することによ
り、会津若松らしい景観の形成を推
進する。

・指定建造物　　０件
・登録建造物　　０件
・修景等への助成　　７件

中心市街地活性化基本計画
に基づく各種事業の実施
〔商工課〕

・中心市街地活性化基本計画に掲げ
る事業の推進に向け、中心市街地活
性化協議会をはじめ、関係機関、事
業主体等との協議調整を図り、快適
で利便性の高い、魅力あふれるまち
づくりを推進します。

・これまで実施した板塀や植樹
等の維持管理に努めた。

景観まちづくり協定地区の
認定
〔都市計画課〕

・建物の形態や色彩、緑化等につい
てルールを作り、各通りや地区の個
性を活かしたまちづくりに取り組む
地区を景観まちづくり協定地区とし
て認定し、取組を支援する。

・修景等への支援　　０件
・新たな景観協定　　０件
（利用及び認定申請がなかった
ため）

◇環境意識の醸成

実施事項〔担当所属〕 事業概要 Ｒ４年度事業実績

地区環境美化推進協議会、
クリーンふくしまへの支援
〔廃棄物対策課〕

・各地区環境美化推進協議会（18地
区）へ支援・補助する。
・クリーンふくしま運動推進事業へ
参加する。

・各地区環境美化推進協議会
（18地区）へ支援・補助した。
・環境美化推進会議において、
要綱へのごみ減量の位置づけ
と、全市一斉ごみ減量運動と連
携した取組の実施を依頼した。
・クリーンふくしま運動推進事
業へ参加した。

自動販売機設置に対する指
導
〔廃棄物対策課〕

・会津若松市生活環境の保全等に関
する条例に基づき、自動販売機設置
届出及び回収容器の設置の徹底を指
導する。

・設置台数           1,275台
・届出数　           1,219台
・回収容器設置数     1,183台

景観認定の実施
〔都市計画課〕

・会津若松らしい景観の形成に寄与
しているものや取組みを認定し公表
することにより、景観に対する市民
意識の醸成、向上を図る。

・景観認定件数　　３件

環境大賞の実施
〔環境生活課〕

・日ごろから積極的に環境保全活動
に努めている市民や団体を顕彰する
ことで、市民の環境保全意識の向上
と環境保全の取組の促進を図る。

・日ごろから環境活動に尽力し
ている個人３件、事業所３件、
団体２件を表彰した。
・今後の環境大賞の表彰制度の
見直しを行うため、規則等の改
正を行った。

　個別目標４－２　協働の輪を広げ、環境にやさしいまち

（基本目標４　環境保全をともに学び、協働するまちをつくる）



実施事項〔担当所属〕 事業概要 Ｒ４年度事業実績

水道週間児童生徒作品展の
実施
〔上下水道局総務課〕
　

・水道に関する作品づくりを通じ
て、水道が健康で文化的な生活を支
える基礎的で重要なインフラである
ことを改めて認識するとともに、市
民の水道事業への理解と関心の向上
を図る。
・入賞した作品と児童生徒につい
て、児童生徒作品展及び表彰式を実
施する。

・水道週間に関する作品を小・
中学生を対象に募集及び表彰
・児童生徒作品展及び表彰式の
実施（生涯学習センター）
※応募作品総数 3,212点、入賞
作品数 191点

市営駐輪場の放置自転車撤
去
〔危機管理課〕

・春秋２回駐輪場等の放置自転車撤
去を行うとともに、高校生等への指
導を行う。

・５月に 102台、10月に76台
の放置自転車を撤去した。
・所有者が不明であったり、引
き取りに来なかった自転車 57
台を廃棄処分した。

各種事業における持ち帰り
運動の推進
〔スポーツ推進課〕

・各施設の良好な環境維持のため、
大会規模等に応じたごみ持ち帰りと
適切な収集の仕方を検討・実施す
る。

・各種大規模大会において、参
加者へごみの持ち帰りを呼びか
けた。特に鶴ヶ城ハーフマラソ
ン大会においては、ごみ箱の設
置は行わず、市ポイ捨て・犬ふ
んマナー向上市民会議と連携
し、会場内の清掃活動並びにご
み減量などの意識啓発活動を実
施した。

ポイ捨て・犬ふんマナー向
上市民会議
〔環境生活課〕

・「市民環境の保全等に関する条
例」に規定されている禁止行為（ポ
イ捨て・犬ふん放置等）の周知徹底
のため、関係機関、関係団体及び市
民が共同し、ポイ捨て・犬ふんに関
するモラル・マナーの向上に取り組
み、美しく住み良いまちづくりを目
指す。

・狂犬病予防注射会場におい
て、犬ふん回収袋付きチラシ配
布による啓発を実施した。（春
318枚）
・犬ふん及びポイ捨て禁止看板
を無償配布した。（ポイ捨て 19
枚、犬ふん 37枚）

不法投棄監視員及び生活環
境保全推進員によるパト
ロールの実施
〔廃棄物対策課〕

・不法投棄監視員と生活環境保全推
進員による不法投棄、ポイ捨て、犬
ふん放置防止パトロールを実施す
る。

【パトロール実績】
・不法投棄監視員      16名
                     470回
・生活環境保全推進員　31名
                   1,449回

犬ふん放置防止の周知活動
〔健康増進課〕

・犬の登録時に「愛犬の手引き」を
渡し周知を図る。
・会津保健所主催の「飼い犬のしつ
け方教室」の案内を行う。
・予防注射実施通知に放置防止のチ
ラシを同封し啓発を行う。
・犬ふん放置者が特定した場合に
は、保健所と連携して飼い主に対し
て指導する。
・犬ふん放置禁止の看板を設置希望
の市民に配布する。

・犬の登録時に「愛犬の手引
き」を渡し周知を図った。364
冊
・予防注射実施通知に放置防止
のチラシを同封し啓発を行っ
た。
・犬ふん放置者が特定した場合
には、保健所と連携して飼い主
に対して指導を行った。
・犬ふん放置禁止の看板を設置
希望の市民に配布した。
・会津保健所主催の「飼い犬の
しつけ方教室」の案内を行っ
た。

（基本目標４　環境保全をともに学び、協働するまちをつくる）



　特集　「環境フェスタ特別企画の開催」　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当課：環境生活課）

■環境フェスタの開催　

　市民の環境問題に対する意識高揚を目的に、毎年、市内の環境団体等で構成される実行委員会

により、「環境フェスタ」が開催されています。令和４年度は新型コロナウイルス感染症の感染

拡大防止のため、規模を縮小して「環境フェスタ特別企画」を開催しました。

　市では、より良い生活環境を創出するとともに、自然豊かな環境を次の世代に継承するため、

市民一人ひとりが環境について学べる機会となるよう、さらには環境保全に取り組む市民団体等

の相互交流が図れるよう、実行委員の活動を支援しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【令和４年度の実績】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■開催日：令和５年２月12日(日)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■会　場：文化センター（文化ホール）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■来場者数：102名

　◆環境フェスタ特別企画の様子

令和４年度の
環境フェスタ
特別企画のチ
ラシです

（基本目標４　環境保全をともに学び、協働するまちをつくる）



　特集　「各種環境教室・環境講座・生涯学習出前講座の実施」　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当課：環境生活課）

　地球環境を守り、豊かな自然等を次世代に残していくため、子どもたちを含めた市民の方々を
対象に、各種環境教室を開催し、市全体の環境を守る意識の啓発に努めています。

【各種環境教室の開催概要】
１　こども環境教室　～エコろうそくをつくろう！～
　■コロナウイルス感染症の拡大に伴い中止しました。　　　

２　親子環境教室　～再生可能エネルギー見学バスツアー～
　■コロナウイルス感染症の拡大に伴い中止しました。

３　自然環境教室　身近なムシたち

　■開催日：令和４年７月24日（日）

　■場　所：小田山・子どもの森

　■参加者：24名

　■内　容：観察会　子どもの森周辺の昆虫

　■講　師：五十嵐　悟 先生

４　自然環境教室　鶴ヶ城野鳥観察会

　■開催日：令和４年11月 27日（日）

　■場　所：鶴ヶ城公園・追手町第二庁舎

　■参加者：24名　

  ■内　容：座学　　会津若松市の野鳥

　　　　　　観察会　鶴ヶ城の野鳥観察会

　■講　師: 児山　章二 先生

５　自然環境教室　フィールドサイン観察会

　■開催日：令和５年２月26日（日）

　■場　所：小田山・子どもの森

　■参加者：24名

　■内　容：フィールドサイン観察

　■講　師：五十嵐　悟 先生

（基本目標４　環境保全をともに学び、協働するまちをつくる）

講師の説明を聞く参加者

 野鳥観察の様子

フィールドサインを見つけた
講師と参加者



６　生涯学習出前講座の実施

　市では、市民を対象に「自主的、主体的な学習活動」を支援するため、市職員が講義や説明を

行う生涯学習出前講座を実施しています。

講座名 内容 時間 対象
R４
実施
回数

担当課

１
地球温暖化と環境に
やさしい暮らし

○地球温暖化のしくみ
○市の地球温暖化対策
〇日本のエネルギー事情
〇今日からできるエコな取組

60分 すべて １回

環境生活課

２ 川の探検隊

○水生生物調査とパックテストにつ
いて
○実際に川を調査してみよう
○川の汚れの原因は？

120
～
180分

小学４年生
以上

３回

３
猪苗代湖の水環境講
座

○猪苗代湖の水質について
○猪苗代湖の不思議なメカニズム
○猪苗代湖を守るためにできること

60分
小学４年生
以上

２回

４
会津若松市の身近な
生き物

○市内に生息する生き物について
○生き物を通して見る環境問題
○生き物と共生していくために私た
ちに出来ること

60分 すべて ０回

５
地球温暖化と環境に
やさしい暮らし

○地球温暖化が起こる仕組み
○市の地球温暖化対策
○今日からできるエコな取組

60分
小学校
高学年以上

４回

６
再生可能エネル
ギーって何？

○再生可能エネルギーの必要性
○再生可能エネルギーの種類
○市の再生可能エネルギーの取組

60分
小学校
高学年以上

０回

７
地球温暖化・気候変
動の今とこれから

○地球温暖化と気候変動の違い
○地球温暖化・気候変動の現状とこ
れから
○市の取組について

60分
小学校
高学年以上

０回

８
会津若松市における
放射線の現状

○放射線の基礎知識
○放射線の健康影響
○市における放射線の現状

60分
中高生
一般

０回

９
ごみ減量とリサイク
ル

○会津若松市のごみの現状
○私たちにできること
○家庭ごみの分別方法・排出方法

60分 すべて １２回 廃棄物対策課

10
森林（もり）の大切
さ

○森林の役割
○会津若松市の林業

30分
小学校
高学年以上

０回 農林課

11 環境を守る下水道

○下水道の役割
○下水処理場の仕組み
○顕微鏡を使った、下水処理微生物
の観察

45
～
90分

小学４年生
以上

２回
下水道施設課
（下水浄化
工場）

12 ゲンジボタル

○ホタルの生態
○卵から成虫まで
○ホタルとカワニナ
○ホタル生息地環境保全の取組につ
いて

30分 すべて ０回
北会津支所
まちづくり
推進課

　令和４年度　生涯学習出前講座一覧（環境関連講座）

（基本目標４　環境保全をともに学び、協働するまちをつくる）



　特集　「ポイ捨て・犬ふんマナー向上市民会議」（担当課：環境生活課）
　　　　「犬ふん放置防止の周知活動」　　　　　（担当課：健康増進課）

 1 「ポイ捨て・犬ふんマナー向上市民会議」

　ポイ捨てや犬ふん放置のない、明るく住みよいまちづくりを推進するために、ポイ捨

て・犬ふんマナー向上市民会議を設置し、取組を行っています。

  ⑴　啓発活動

　鶴ヶ城ハーフマラソン「ハッピークリーンキャンペーン」の実施

　  ①清掃活動

　　■開催日：令和４年10月 1日（土）～10月 2日（日）

　　■場　所：会津総合運動公園及びマラソンコース周辺

　　■参加者：222名

　　■回収量：94㎏

　　②ポイ捨て禁止啓発チラシを入れたハッピークリーン

　　バックを配布　　　

　　■開催日：令和４年10月 2日（日）

　　■場　所：会津総合運動公園内ブース

　　■配布数：300個

２ 「犬ふん放置防止の周知活動」

　⑴　啓発活動

　①狂犬病予防接種での啓発チラシの配布

　　■開催日：令和４年４月10日（月）～４月21（金）

　　■場　所：宝積寺薬師堂前

　　　　　　　一箕公民館前

　　　　　　　松長コミュニティセンター前

　　　　　　　外18カ所

　　■配布枚数：318枚

　②ペットショップ店頭啓発

　　・新型コロナウイルス感染症の影響により中止と

　　　なりました。　

　⑵　啓発用看板の配布　

　　市では、ごみのポイ捨てや犬のふんの放置で

　困っている市民の方に、無償で看板を配布して

　います。

　　令和４年度は、56枚の啓発用看板を配布し

　ました。

　啓発用の看板

予防接種会場での啓発活動の様子

（基本目標４　環境保全をともに学び、協働するまちをつくる）

清掃活動の様子


